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  山形中学校４０周年を飾る「岩手県中学校総合文化祭」（11月24日）のステージ発表は、会場 

 を感動と笑いの渦に包み込む素晴らしい発表でした。 

わたしは、何度も観ているはずなのに、思わず吹き 

出してしまったり、思わず胸がジーンとなったり、 

「故郷を大切に想う気持ち」を見事に伝えました。 

 会場にいらした、久慈地区中文連会長・松岡校長 

先生からは、「山中最高ですね。ぜひ久慈地区の生 

徒にも見せたい」とお褒めの言葉をいただきました。 

その他にも多数の校長先生方から「一番良かった」 

「すごい演技力だった」などの声が寄せられました。 

 また、岩手県教育委員会教育委員の宇部様からは、 

当日の感想を綴ったお葉書をいただきました。 

「県内の中学生もよい刺激をもらった発表でした。」 

「大舞台で堂々と演技した山中生から元気をいただ 

きました。」とそこには綴られていました。 

 

 

                     開催当日に、本校の演劇の取組が岩手日報で紹介 

されましたが、こちらについても大きな反響を呼び 

ました。 

 11 月 27日に久慈地区退職校長会の先輩方とお会 

いした際にも、多くの方からお礼と激励の言葉をか 

けられました。久慈地区退職校長会長で第９代山形 

中学校長の日沢先生からは、「古里を思う中学生と 

山形の魅力を大事にしてくれてありがとう」とおっ 

しゃっていただきました。山形中や山形町の学校に 

勤務された方々からも、「山形町は本当に素敵なと 

ころ、それを中学生が大事に思ってくれていること 

に感激した」という言葉をたくさんいただきました。 

 久慈以外の方々からも同様の声が届いています。 

 

 
大きな節目を終えた今、感 

 動に浸るだけではけではなく、 

これから山形中が目指す道と 

ゴールの姿を共有すべく新た 

な活動が始動しました。 

 バトンは、第４２期生徒会 

に繋がれました。山形中の躍進は今後も続きます。 

  会場を感動と笑いの渦に 

   ～山形の魅力＆山形中の魅力を発信～ 
 

 

 

 

 
 

 

 



 

 
 

 

  
  

  １２月６日（水）の岩手日報に、素敵な作文が載っていましたので紹介します。 

  小学校の部の特選は、ママをヒーローに例えた内容で、心がウキウキするような温かさが感じ 

られます。一方、中学校の部の特選は、鋭い感性で「多様性」について自分の考えを主張してい 

て、「様々な人が活躍できる社会」の実現に向けた強いメッセージが感じられます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 良い文章に触れ、ものの見方や考え方・構成の参考にしてほしいと思います。本校の生徒も、 

今年度は様々なコンクールで入賞を果たしています。本校生徒の入賞作品は、後日紹介したいと 

考えています。おまけに冬の一句。「うまさうな 雪がふうはり ふわりかな」（小林一茶） 

 今朝も雪が積もっていました。雪をどのような視点で見るかで印象が変わるのですね。 

ＪＡ共済児童生徒作品コンクール＜作文の部 特選＞ 

 素敵な作文に出合いました。ほっこり ⇔ 鋭い感性！ 

 

 

 

 

 

 


